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　ボブ・コーリュー会長の故郷、テネシー州は、さまざ
まな風景と音にあふれています。なだらかに起伏する丘
陵や山々、ミシシッピ川の流れ、そして農業、産業、野
生の命などが織りなす風景や音が、テネシーの温かいも
てなしの文化を育んだ独特の風土を作り出しています。
テネシーの人々は、隣人が隣人を助け、見知らぬ者が見
知らぬ者を助けるという、古き伝統に立って暮らしてい
ます。それゆえに、テネシーはこれからも「ボランティ
ア・ステート」として末永く知られるでしょう。
　少年時代にテネシーで身につけた伝統と、困難を乗
り越えチャンスを活かして山中での生活を切り開いた
先人たちの独立心を受け継いだコーリュー会長が、

2016～2017年度国際テーマとして掲げるのが「次
なる山を目指して」です。
　このテーマでは登山が、克服に最大限の努力を要す

る、困難で険しい課題の喩えとして描かれています。
しかし、こうした山を乗り越えてこそ、私たちは成長
することができるのです。一つひとつの山が、新しい
チャレンジ、新しいチャンスを表しています。私たち
の住む世界が絶えず変化するにつれ、奉仕の新たな
チャレンジ、新たなチャンスが訪れます。その一つひ
とつが山なのです。そしてそれらの山々を登る時、ラ
イオンズは世界をより良い場所にする機会を得ます。
　ライオンズ奉仕の100年を祝うに当たり、私たちは
過去に敬意を払い、現在を見つめ直しますが、見据え
なければならないのは、未来です。次なる山を乗り越
えようとするならば、後に続く次世代のライオンズた
ちに道を示し、奉仕の伝統を守るため、眼前に進むべ
き道を整えなければなりません。

（「DGEセミナーのテーマ」より一部抜粋）

2016-2017年度国際テーマ
「次なる山を目指して」

ライオンズクラブ国際協会 会長　ボブ・コ−リュー
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332Ｅ地区ガバナー　L. 角　田　裕　一

ガバナー基本方針 ご挨拶 
　いよいよライオンズクラブ国際協会 100 周年の始まり
です。100 人目の国際会長Ｌ . ボブ・コーリューは、会
長テーマを「次なる山を目指して」と題して第 99 回福岡
国際大会のＤＧＥセミナーに於いて、私たちに熱く語り
かけてきました。新たな 200 年へ向けての挑戦の始まり
です。次なる山の最大の目標は年間２億人以上、つまり
現在の３倍以上の人に奉仕を提供する事です。私たちは
国際ライオンズクラブの一員です。その事を自覚し、誇
りを持って新たな人道奉仕の道を模索する為に、世界中
の仲間たちと共に歩んでいきたいと思っています。そし
て歴史の一ページを飾るように一般社団法人日本ライオ
ンズが誕生いたしました。これもまた、これからの世界
のライオンズクラブの流れの一つだろうと思います。ま
だ生まれたばかりで、ぎこちない組織でまだまだ議論の
余地はありますが、ライオンズ奉仕の新しい手段として
捉え、今年一年かけて世界中の模範になるような組織に
すべく尽力していきたいと考えています。
　当地区に於いても、次なる 200 年に向けて誰からも愛
され尊敬されるライオンズクラブになる為に、奉仕とは
何か、なぜ奉仕をするのか、大いに議論し、新たな感動
の渦を巻き起こすきっかけ創りに取り組んでいきたいと
思っています。その為に新しいリーダーを育成する事は
最も大切な事だと捉えています。これこそ次の時代も活
力ある組織であり続けるための原動力です。更に 100 周
年記念レガシープロジェクトに全クラブが参加するよう
に求められていますが、すべてのクラブで実施して頂け
るように推進していきます。特に 332 複合地区合同事業
のカンボジアに学校を建設する事業は象徴的なものであ
り、必ず成功するように全力を挙げて協力していきます。
勿論、障がいを持つ人たちが働くことが出来るカフェの
建設事業は言うまでもありません。
　そして今年度ガバナーテーマを「ノーマライゼーショ
ン」ガバナースローガンを「利他の心でウィサーブ」と
させて頂きました。障がいを持つ人も、持たない人も平
等に暮らせる社会の実現に少しでも貢献する為に、全ク
ラブがこの運動に参加して頂けるように頑張っていきた
いと考えております。私の生涯のテーマでもあり、全ラ
イオンのご協力を心からお願い申し上げ挨拶と致します。

　1917年６月７日、シカゴラサールホテルに於いて最
初の会議が開催されました。ライオンズクラブの誕生で
す。それから約100年、来年2017年の６月７日に満100
歳の誕生日を迎えます。心から全ライオンで喜びを分か
ち合いたいと思います。
　100周年という区切りは歴史の重さに誇りを持ち、感謝を
捧げ祝福すると同時に200年に向けての新たな旅立ちの始ま
りでもあります。未来へのスタートです。
　これからのライオンズクラブはどうあるべきか、どのよう
な奉仕活動が新たな感動の渦を巻き起こすことができるの
か、全世界の仲間たちが議論し意見を交換して、次の200年
に向けての新たなシンボルを見つけていかなければなりませ
ん。初心に帰り、イノベーションを興し、豊かで皆が安心し
て暮らせる未来を創るために、ともに手をつないでスタート
しようではありませんか。
　332-Ｅ地区に於いても、1959年６月22日に山形ライオン
ズクラブが結成され、初めて山形にライオンズクラブが誕
生して以来、来年の６月で57年になります。以来56クラブ
が結成され、各クラブ共、歴史の重みを感じさせる円熟し
た活動が展開されてきております。同時に会員の高齢化が
進み、会員の減少と組織及びアクティビティの硬直化等に
よりクラブの活力が徐々に失われ、クラブの活性化が急務
だと叫ばれて久しくなります。
　しかし、これから私たちは、100周年の祝賀アクティビ
ティを全クラブ挙げて展開していくことになろうかと思いま
すが、この機をチャンスと捉え、お互いがいつくしみ認め合
い、ライオンズクラブの一員であるという事だけで誇りを
持てるようなクラブ創りに重点を置き、会員一丸となって
全力を挙げて取り組んでいけば、必ずや各クラブの活性化
につながるものと信じております。
　ライオンズクラブは生まれ変わらなければなりません。時
代の流れと環境の変化を的確にとらえ、新たな奉仕活動を模
索するときが来たのです。奉仕とは何か、なぜ奉仕をするの
かもう一度議論し、再度理解を深めた上で新たな行動を起こ
してほしいと願っています。世界には約210ヵ国140万人の仲
間たちがいますが、その27％が女性会員で、様々な方面で活
躍しています。最近、当準地区に於いても女性会員がクラブ
を引っ張っていく姿も少し見えるようになりましたが、まだ
まだ充分とは言えません。女性会員を一人でも多く増やすの
はもちろんですが、女性が持っている感性を生かした奉仕活
動を取り入れていくのも、これからのライオンズクラブのあ
り方だと思います。また、次の時代を担う若者や、これまで
陰で支えてくれた女性たちが、表舞台で活躍できる環境を整
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え、皆が平等で真の心で奉仕活動に参加できるなら、誰から
も愛され尊敬されるライオンズクラブに生まれ変わることが
できると信じています。そして、「明日への夢と希望」が持て
るライオンズクラブを創っていきたいと考えております。
　100年という節目だからこそ、「ライオンズクラブの
精神」を大きく進化させる転換期なのです。一年後、
テーマ・スローガンの実現に向けた各クラブの活動が、
全会員の心を一つにする大きな成果がでることを願って
おります。そして、新たにスタートしたこの小さな一歩
が、のちに「大きな一歩だった」と言われるような一年
になるように、全会員の活動を通して意識改革を行なっ
ていきたいと思っております。
　また、100年目のスタートに当たり新たな取り組みを提唱
していきたいと思っています。それはこれまで日の当たらな
かった障がいを持った人たちに暖かい手を差し伸べていこう
という試みです。今から30年前、障がいをもつ皆さんの話を
聞く機会がありました。私は彼らの心のうちから出てくる叫
び声に愕然としたのを今でも覚えています。以来、この人た
ちの為に何ができるか、何かできないかいつも考えるように
なりました。暗い闇の中にいて、もがいていて手を差し伸べ
てほしいと思っている障がいを持つ人たちはまだいっぱいい
ます。ライオンズクラブはこの100年の中で、ＬＣＩＦを通し
て目の見えない人達の為に国の垣根を超えて数々の奉仕活動
を展開して参りました。暗闇の中から救い出された人たちは
何億人もいます。素晴らしい事です。同じように332Ｅ地区
56クラブ約2000人の会員が障がいを持つ人たちの為に一丸
となって手を差し伸べることができれば、こんな嬉しいこと
はありません。そして、障がいを持つ人も健常者もみな平等
に生活できる社会「ノーマライゼーション」の実現に少しで
も貢献できればと願っております。

　ノーマライゼーションとは障がいのある人も障がいの
ない人同様に生活ができ、お互いに区別することなく、
社会生活を共にするのが本来望ましい姿とする考え方で
す。昨今はバリアフリー、ユニバーサルデザイン等でか
なり改善されてきておりますが、障がいを持ち手を差し
伸べてほしいと願っている人たちはまだ数多くいます。
私たちは、障がいを一つの個性と捉え、100％の障がい
者も健常者もいないと再認識し、皆が仲良く平等に暮ら
せる社会作りを各ライオンズクラブが積極的に担ってほ
しいと願っております。寒河江市にあるさくらんぼ共生
園はＬＣＩＦの一般援助交付金を活用して作られました
が、ライオンズクラブの会員が、毎年雪かたづけをした
り掃除をしたり、ボディーアクティビティをしている事
も高く評価されています。同様に全クラブがノーマライ

ゼーションを再認識し、手を差し伸べてほしいと願って
いる人達の為に、各地域にあった奉仕活動を展開して頂
くことを「最重要テーマ」として推進していきたいと思
います。

　自利とは利他を言う。比叡山を開いた最澄大師の言葉
とされています。利他の実践こそが自分の幸せそのもの
だと解釈しています。利他の実践こそライオンズクラブ
の目的であるウィサーブそのものだと思います。利他に
徹する経営は無限に発展するとも言われていますが、同
様に、利他に徹するアクティビティはあらゆる人の共感
を呼ぶものと信じています。世の中に奉仕活動をしたい
と考えている人は数多くいます。そうした仲間たちの受
け皿になれるライオンズクラブになりたいと思ってい
ます。是非、ライオンと言われる人は、常に利他の心を
持って行動してほしいと強く願っています。
　

誰からも愛され
尊敬されるライオンズクラブを目指して
　次の200年に向けて、これからのライオンズクラブは
どうあるべきか、奉仕とは何か、なぜ奉仕をするのか皆
で議論し、新たな感動の渦を巻き起こすきっかけを創っ
ていきたいと思っています。そしてそれは、今いるメン
バーたちが主体となって積極的に取り組んでこそ初めて
なせる業だと思います。まず私達自身が変わっていかな
ければなりません。そこでお互いに理解し合い、更に資
質の向上を図るために、各種研修会の充実を図ることは
勿論、加えて副ＺＣセミナー及び会長予定者セミナーを
新設し充実を図っていきたいと思っています。そしてそ
のリーダーたちが先頭に立って全会員の意識改革につと
め、全クラブでこれからのライオンズクラブはどうある
べきか、議論の渦を巻き起こす事ができれば、必ず明る
い未来につながっていくと信じております。これまでと
違ったアクティビティが次々と生まれ、次の時代のシン
ボルとなり、誰からも愛され尊敬されるライオンズクラ
ブに生まれ変わりたいものです。
　
次世代リーダーの育成並びに女性会員の活用
　各ライオンズクラブの円熟化が進み、若いライオンを
入会育成する事が急務だと言われて久しくなります。それ
を受けて２年前青年アカデミー委員会が設立されました。
素晴らしい事です。これを更に充実して、将来ライオンズ
クラブを背負って立つリーダーが何人も出てくるような次
世代リーダーシップ研究会として育てていきたいと思いま
す。また同じくして、女性会員を中心としたＦＷＴ委員会
もようやく新しい動きが見えてきました。この機をチャン
スと捉え、女性会員も表舞台で活躍できる環境づくりを推
進し、女性が持つ女性特有の感性を生かしたアクティビ
ティを展開できるようにしていきたいと思っています。特
に、今年度ガバナーテーマ「ノーマライゼーション」の実
現に向けて女性会員のお力を発揮して頂ければ嬉しく思い
ます。そのことが明日への夢と希望となり、ライオンズク
ラブの活性化に繋がっていけば幸いです。
　

地区ガバナーテーマ
「ノーマライゼーション」

アクティビティスローガン
「利他の心でウィサーブ」

地区運営方針

さくらんぼ共生園 園生の作品
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100周年記念
新たなアクティビティへの取り組み Ⅰ
　今年度はライオンズ国際協会が誕生して100年になりま
す。今世界中の仲間たちがレガシープロジェクトに参加、
挑戦しております。キャビネットは勿論、各ゾーン、各クラ
ブに於いても、各地域の特徴を生かして、各地域の歴史に
残るような事業を展開してほしいと思っております。キャビ
ネットとしても、レガシープロジェクトとして、さくらんぼ
共生園カフェ建設事業に支援をしていきたいと思います。
同事業はＬＣＩＦの支援によって建設中であることはご存知
のことと思います。平成29年4月29日に寒河江で開催され
る年次大会で模範事業としてお披露目できると思います。
　更に332複合地区の共同事業として、カンボジア・ミャン
マー・フィリピン等、東南アジアの国々への学校建設事業
の要請が来ております。現地ライオンズクラブの皆さんや
子供たちの交流も含めて実現する事が出来れば、それこそ
ライオンズ冥利に尽きるのではないかと思います。是非数
多くのクラブ、会員から協賛を頂ければ幸いです。
　
100周年記念
新たなアクティビティへの取り組み Ⅱ
　今年度ガバナーとしての最重要テーマは「ノーマライゼー
ション」を認知して頂く事と推進です。手を差し伸べてほし
いと願っている人たちはまだまだたくさんいます。まずはその
ことを知ってほしいのです。そしてどんな支援を望んでいる
かリサーチしてほしいのです。そのうえで、あなたのクラブで
何かできる事はありませんか。障がい者も健常者も区別なく
平等に暮らせる社会、それこそ先進国です。世界に胸を張っ
て大きな声で言う事ができます。そのお手伝いを我々ライオ
ンズクラブができるなんてすばらしい事ではありませんか。
全クラブがこの運動に参加して頂ける事を願っています。
　
未来の宝物
青少年への支援　並びに地域社会への貢献
　ライオンズクラブはこれまで数々の素晴らしい事業を
展開してまいりました。その中で青少年の育成に関する事
業は、環境の変化に伴い、そろそろ見直しが必要ではない
かと言われてきております。しかし私は、今も未来もその
重要性は少しも変わっていないと思っています。したがっ
て、未来の宝物として、ライオンズクエスト、ＹＣＥ留学
生交換事業、薬物から子供たちを守るキャンペーン等、今
年も積極的に展開していきたいと思っております。また、
一万人献血運動も毎年達成されており、その貢献度は計
り知れないものがあると思っております。献眼、臓器移植
推進運動も同様のことが言えます。役割はますます重要に
なってきております。是非各クラブに於いて今年度も積極
的に取り組んで頂ければ幸いです。
　更に、東日本大震災が起きてすでに5年の月日が経過し
ておりますが、まだまだ復興と言うにはほど遠く、ライ
オンズクラブとしても、障がいを持つ人たちと同様に引
き続き暖かい手を差し伸べていかなければなりません。
また、熊本大地震も発生し甚大な被害が出ております。
被災した皆さんが、どのような支援を望んでいるのか、
私たちはどのような支援ができるのか、もう一度皆さん
の声を聴いて、新たな気持ちで行動を起こしていかなけ
ればならないと考えています。
　
志を持った新たな仲間たちの受け皿になるために
　昨今、毎年のように会員増強が叫ばれております。しか
し、なかなか思うように進みません。なぜでしょうか。確か
に、社会環境の変化が大きな要因になっている事は間違いあ

りません。しかし、それだけでしょうか。もしかしたら、私た
ちの活動に魅力がなくなっているのかもしれません。本能的
に認めたくない所ですが、もう一度皆で考えてみる必要があ
るのではないでしょうか。また、ライオンズクラブの本当の
良さって何でしょう。ライオンズクラブはウィサーブ、奉仕を
するところだと皆知っています。でも、もしかしたら命綱であ
る奉仕活動そのものがマンネリ化して、微妙に魅力のないも
のになっている事に気づいていないのかもしれません。幸い
にも今年度は100年に一回の節目の年に当たっております。
この機を活用して、全会員でこれからのライオンズクラブの
あるべき姿について考えてみようではありませんか。
　奉仕活動をしたい、世の中の役に立ちたい、役に立つ事を
したいと思っている人達はいっぱいいると思います。私達ラ
イオンがこれまでしてきた事も、これからしようとする事も
自信を持って誇りに思って良いと思います。それを熱く語り
かけていく情熱が必要です。利他に徹する経営は無限に発展
していきます。利他に徹したアクティビティはあらゆる人の
共感を呼びます。私たちが全力を挙げて奉仕活動に取り組め
ば、その取り組み方、取り組む姿勢、取り組む情熱こそが、
志を持った新たな仲間たちの受け皿になれる一番大事なこと
だと思います。仲間が増えることは素晴らしい事です。もう
一度熱く燃え上がってみませんか。そして誰からも愛され尊
敬されるライオンズクラブに生まれ変わりたいものです。

◆100周年記念アクティビティへの取り組み
　ノーマライゼーション支援事業の推進
　全クラブでレガシープロジェクト取り組みを推進する
　さくらんぼ共生園カフェ建設事業への支援　
　332ＭＤ共同事業としてカンボジア学校建設事業
　◆新たな時代へむけて　クラブ活性化
　ライオンズクラブの研修プログラムの活用及び実践
　ＺＣ・副ＺＣ　会長セミナーの充実
　◆新たな時代へむけて　ニューリーダーの育成
　ＦＷＴ事業の推進及び女性会員の活用
　次世代リーダーシップ研究会の支援
　◆未来への宝物　青少年の育成及び保護
　ライオンズクエスト事業の推進
　ＹＣＥ事業の推進及び海外児童との交流
　薬物乱用防止キャンペーン
　◆地域社会への貢献事業
　献血一万人運動の推進
　視力ファースト　献眼登録及び臓器移植の推進
　東日本大震災被災者支援の推進―新たな取り組み
　熊本大震災への支援
　◆新たな仲間たちの受け皿運動
　ライオンズクラブ研修プログラムの活用及び実践
　ＺＣ・副ＺＣ　会長セミナーの充実
　◆各種大会への積極的参加
　世界大会（シカゴ）
　オセアルフォーラム（香港）
　332複合地区年次大会（八戸 ）
　332-Ｅ地区年次大会（寒河江）
　◆各クラブの評価及び表彰
　ノーマライゼーション推進賞を新設する
　会員拡大推進賞の充実

重 点 事 業
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第一副地区ガバナー

キャビネット幹事

1R１Zゾーン・チェアパーソン

第二副地区ガバナー
地区百周年記念副コーディネーター

キャビネット会計

1R2Zゾーン・チェアパーソン

L. 伴　　　和香子

L. 高　橋　　　勉

L. 中　川　和　夫

L. 浅　賀　　　隆

L. 阿　部　俊　司

L. 佐　藤　正　悦

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

　この度、第一副地区ガバナーへの就任をお許しい
ただき身の引き締まる思いです。昨年以来推進して
きた「女性会員の活躍と増強」を、又同時に「家族
会員」を巻き込んだライオンズらしいアクティビ
ティの実施を見据えて、角田ガバナーの下精一杯努
めて参ります。どうぞ宜しくお願いいたします。

　ライオンズクラブが誕生して100周年の記念すべ
き年に、キャビネット幹事を拝命し、身の引き締ま
る思いです。円滑なキャビネット運営の為、会員の
皆様のご支援、ご協力を賜りますよう１年間宜しく
お願い申し上げます。

　この度１R１Zゾーン・チェアパーソンを仰せつか
り責任の重さを感じております。角田ガバナーのガ
バナーテーマ「ノーマライゼーション」の基で各ク
ラブの三役とコミュニケーションを取り、パイプ役
となって１Zのクラブの円滑な運営ができるように努
力し１年間楽しんで頑張る所存ですので、皆様のご
協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

　先の第62回地区年次大会において第二副地区ガバナーに選
出いただき誠にありがとうございました。今年度国際会長の
テーマが「次なる山を目指して」であります。また角田地区ガ
バナーのテーマが「ノーマライゼーション」であります。全ク
ラブ挙げて100周年記念アクティビティを実践し、ノーマライ
ゼーション支援事業を推進していただきたいと思います。第二
副地区ガバナーとしてガバナーチームの一員として、角田ガバ
ナーを支えその職務を全うしつつ、332-E地区発展のために頑
張っていきたいと考えております。会員の皆様のご支援、ご協
力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　この度、角田裕一ガバナーからのご指名により
キャビネット会計を務めることになりました。寒河
江臥龍ライオンズクラブのL.阿部俊司です。このよ
うな大役を引き受けることとなり身の引き締まる思
いです。
　健全な財務を実行していきたいと思いますので、
会員各位のご指導、ご協力をお願い致します。

　地区ガバナーテーマであります「ノーマライゼーショ
ン」障害を持つ人も障害の無い人もみな平等に生活できる
社会を目指す考えに、第１リジョン第２ゾーン各クラブ発
展の為皆様のご期待に沿えるよう最善の努力を重ねて参り
たいと思います。
　各クラブ事情は違っても色々な「ウィサーブ」を発揮し
ていこうではありませんか。
　１年間、皆様のご指導、ご協力を賜りますよう宜しくお
願い申し上げます。

／ 鶴岡ライオンズクラブ
／ 鶴岡放送児童合唱団　代表
／ 1950年３月４日
／ 1995年
／ トレッキング、オペラ鑑賞

／ 寒河江臥龍ライオンズクラブ
／ 寒河江自動車㈱　代表取締役
／ 1954年６月８日
／ 1995年
／ ゴルフ

／ 上山あららぎライオンズクラブ
／ 中川建築　代表
／ 1950年12月５日
／ 2010年
／ カヌー、ゴルフ、旅行

／ 藤島ライオンズクラブ
／ ㈱浅賀建設　代表取締役
／ 1951年５月19日
／ 2003年
／ ゴルフ、盆栽

／ 寒河江臥龍ライオンズクラブ
／ ㈱寒河江製作所　代表取締役
／ 1955年９月17日
／ 1991年
／ 自転車

／ 山形霞城ライオンズクラブ
／ ㈲アートエッグ　代表取締役
／ 1955年４月16日
／ 2000年
／ ゴルフ、スキー、音楽鑑賞
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3R1Zゾーン・チェアパーソン 3R2Zゾーン・チェアパーソン

4R1Zゾーン・チェアパーソン 4R2Zゾーン・チェアパーソン

2R1Zゾーン・チェアパーソン 2R2Zゾーン・チェアパーソン

L. 大　津　慶　友 L. 武　田　幸　三

L. 吾　妻　正　章 L. 斉　藤　昭　弥

L. 遠　藤　史　郎 L. 米　野　斉　巳

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

　一年間副ＺＣとして、キャビネットの会議等に参
加してきました。これからはＺＣとして、ガバナー
の方針に沿って、ゾーンの活性化につながるような
活動を各クラブ会長さんたちと考えて、楽しい一年
間にしていきたい。

　平成４年の身スポ大会、後夜祭を経験した後、
ノーマライゼーションの意識が一過性のものとなり
つつあります。
　角田ガバナーが提唱する障害者と健常者が豊かに
共生する地域社会の実現に向けて、微力ながら頑張
る所存ですので宜しく御指導の程お願い致します。

　角田ガバナーのテーマである「ノーマライゼー
ション」のもと、4R1Zの5クラブの会員の皆様のご
協力を得て、地域への奉仕活動を行っていきたいと
思いますので、よろしくご指導を賜りますようお願
いいたします。

　ＺＣの重責を確実に執行するには勉強不足であ
り、この一年間ゾーンの責任者として責務をまっと
うできるか不安材料はありますが、任務、役割を再
認識してＺＣの責任を果たしたいと思います。第２
ゾーンには６クラブあり、ガバナーの方針を良く理
解し、各クラブに伝達してゾーンの活性化に努めた
いと考えます。

　今期、ゾーン・チェアパーソンの大役を仰せつか
り、身の引き締まる思いです。角田ガバナーのもと
ゾーン内とのパイプ役として頑張って参りたいと思
います。皆様の温かいご指導、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　今年度、ゾーン・チェアパーソンを拝命し、身の
引き締まる思いと責任の重大さを感じている所で
す。ゾーン内6クラブのご意見とクラブの活性化の
ため微力ながら頑張っていきますので、皆様のご支
援、ご協力を宜しくお願い致します。

／ 中山ライオンズクラブ
／ ㈱オオツ興業　代表取締役
／ 1961年７月２日
／ 2002年
／ ドライブ

／ 天童中央ライオンズクラブ
／ ㈱ベストカー天童　代表取締役
／ 1953年９月12日
／ 1998年
／ ゴルフ、海水魚

／ 大石田ライオンズクラブ
／ 医療法人吾妻クリニック　理事長
／ 1963年２月23日
／ 2001年
／ ゴルフ

／ 新庄もがみライオンズクラブ
／ 新庄中核工業団地立地企業協議会　事務局長
／ 1943年３月４日
／ 2002年
／ ゴルフ

／ 米沢松川ライオンズクラブ
／ ㈲遠藤配管工業　代表取締役社長
／ 1959年５月10日
／ 2001年
／ ドライブ、スポーツ観戦

／ 飯豊ライオンズクラブ
／ 米野斉巳土地家屋調査士事務所　所長
／ 1952年７月７日
／ 1986年
／ 読書、映画鑑賞
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会則・長期計画リサーチ・
アラート委員会委員長

PR・IT・ライオンズ情報・
大会参加委員会委員長

国際関係・奉仕事業・
環境保全委員会委員長 YCE委員会委員長

5R1Zゾーン・チェアパーソン 5R2Zゾーン・チェアパーソン

L. 関　　　忠　則 L. 加　藤　　　渉

L. 渋　谷　敬　子 L. 佐　藤　和　幸

L. 山　口　龍　二 L. 加　藤　省　二

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

　国際協会及び複合地区の会則を尊守し、ライオンズ
クラブの向上を求める為に、全クラブの相互理解の絆
によってクラブ間の融和をはかり、地区の活性化の為に
利他の心で様々な提案と実践をして参ります。
　又、近年未曾有の大震災や豪雨による大災害が起き
災害支援が求められておりますが、ライオンズALERT
プログラムの理解と推進・実践に努めます。一年間精
一杯頑張りますので、どうぞ宜しくお願い致します。

　今年度、角田裕一地区ガバナーのもと、L.畑中研
一（大石田LC）と委員会を担当することとなりまし
た。各大会への積極的な参加促進と共に、ガバナー
の重点目標であるIT活用、SNS活用を実現するた
め、講習会の開催等を充実させたいと思います。皆
様よろしくお願い致します。

　今期新たなネーミングで船出をすることとなりま
した。県民のあゆみ7月号に特集「障がいのある人
もない人も共に生きる社会」が載っていました。ま
さしくガバナーテーマそのものです。ノーマライ
ゼーション推進賞の新設、きめ細かな配慮で情報交
換を密にして、積極的に取り組んでいく所存ですの
で、よろしくお願い申し上げます。

　本年度ＹＣＥ委員長に約10年ぶりに着任致しま
した。今、世界は一瞬にして繋がり、益々グローバ
ル化が進んでいます。日本の青少年が一番に取り組
むべき課題は、世界、海外と一体になれることであ
り、このことが、日本の未来を輝かせるカギとなる
ことでしょう。

　思想は平和や繁栄をもたらすというのが常です
が、時には混乱も招きます。ガバナーの意思を的確
に伝えるという自責のうえで、ゾーン内の融和・発
展に繋げる取り組みができればと思っています。ご
協力、よろしくお願いいたします。

　今年度、5R2Zのゾーン・チェアパーソンを仰せ
つかり責任の重さを感じているところです。ガバ
ナーテーマ「ノーマライゼーション」をゾーン内各
クラブに浸透・実践できるように、地区とゾーン
内8クラブとの調整役として、また各クラブ間の親
睦・活性化に努め頑張る次第です。1年間、皆様の
ご指導ご協力を宜しくお願いいたします。

／ 天童舞鶴ライオンズクラブ
／ 小野建設㈱　常務取締役
／ 1956年６月24日
／ 2004年
／ いけ花、日本酒

／ 米沢ライオンズクラブ
／ ㈱メゾン　代表取締役
／ 1958年７月１日
／ 2012年
／ 読書、旅行

／ 東根さくらんぼライオンズクラブ
／ ㈱ライフケア山形　代表取締役社長
／ 1951年１月１日
／ 2001年
／ ドライブ、読書

／ 寒河江臥龍ライオンズクラブ
／ ㈲ひがし宅建　代表取締役
／ 1951年７月13日
／ 1991年
／ ゴルフ、ギター、海外旅行

／ 酒田ライオンズクラブ
／ 学校法人酒田幼稚園　理事長
／ 1964年９月16日
／ 2002年
／ 日本の古物

／ 羽黒ライオンズクラブ
／ ㈱丸元建設　代表取締役
／ 1960年１月19日
／ 2010年
／ ゴルフ、酒、ドライブ
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次世代リーダーシップ
研究会委員長 地区LCIFコーディネーター

地区GMTコーディネーター 地区GLTコーディネーター

ライオンズクエスト・
青少年指導委員会委員長

アイヘルス・献血・献眼・
臓器移植推進委員会委員長

L. 市　村　一　敏 L. 堤　　　孝　雄

L. 安孫子　健　彦 L. 熊　谷　俊　一

L. 後　藤　健　治 L. 荒　木　多　門

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

　次世代リーダーシップ研究会では、10年後のライオンズ
クラブを担う若手会員の育成を目指した活動を行ってまい
ります。クラブや地区の垣根を越えた交流を積極的に行
い、新たな時代に向けたニューリーダーの育成・人脈形成
や社会勉強を行うことによって、クラブに新しい風をもたら
します。またGMTやGLT、FWTとの連携を図り、若手会
員の増強といった大きなテーマにも取り組んでまいります。
１年間、宜しくお願い申し上げます。

　ＬＣＩＦは献金を通じて世界中のライオンズの力
を結集し、これを世界的規模の人道的奉仕や、緊急
災害援助に充てており、前年度も大変御協力戴きま
した。今年はライオンズ誕生100年です。多大なる
御支援をお願いします。

　GLT、FWT、「次世代リーダーシップ」の各
チームとの連携を密にし、継続的、集中的かつ総合
的な会員増強・維持を推し進めていきたいと思いま
す。特に次世代を担う男女の会員数が増加すること
を期待しております。今後ともご協力の程宜しくお
願い申し上げます。

　地区GLTコーディネーターの目的は、リーダー
職に就く機会に備え、ライオンズ会員のスキルを養
うことに主眼を置くものです。今年度は、ガバナー
重点事業の一つ、新たな時代へ向けてのニューリー
ダー育成として「ライオンズ・メンタルプログラ
ム」を検討。

　この度は大役を仰せつかり身の引き締まる思いで
す。LQPは通年に渡る重要な取組みと考えておりま
す。今年度はこれまで以上に明確な目的を持ち、具
体的な活動を遂行致しますので、皆様のご協力を厚
くお願い申し上げます。

　長い名称の委員会です。献血活動については各ク
ラブ共積極的に取り組まれておりますが視力ファー
スト、献眼登録、臓器移植は十分理解されていると
は言えません。赤十字血液センター・アイバンクと
の連携を密にして各クラブに情報を発信し、テーマ
達成に取り組みます。

／ 山形霞城ライオンズクラブ
／ ㈱アイアール　代表取締役
／ 1969年11月２日
／ 2007年
／ スポーツ観戦

／ 山形霞城ライオンズクラブ
／ ㈱堤商店・堤産業㈲　代表取締役
／ 1940年11月14日
／ 1980年
／ 旅行

／ 山形霞城ライオンズクラブ
／ ㈱江陵技術　代表取締役
／ 1959年９月29日
／ 2000年
／ 雑誌鑑賞

／ 酒田ライオンズクラブ
／ ㈲サンティ・クマタニ　代表取締役
／ 1941年８月１日
／ 1988年
／ カヤック

／ 河北ライオンズクラブ
／ ㈱ゴトウ通信　代表取締役
／ 1957年９月５日
／ 1996年
／ 釣り

／ 西川ライオンズクラブ
／ ㈱佐藤建設　専務
／ 1950年９月26日
／ 2008年
／ ゴルフ、スキー等スポーツ全般
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キャビネット構成員紹介、地区組織表

地区FWTコーディネーター 地区百周年記念コーディネーターL. 長　瀬　洋　子 L. 野　川　　　亘

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

所属クラブ
会 社 名
生 年 月 日
入 会 年
趣 味

　2015年の正式承認以後、ＦＷＴは重要な役割を果
たしております。今年度も継続的に家族会員・女性
会員の増強、クラブ活動の充実、また女性リーダー
の育成等を目標に頑張って、332-Ｅ地区の女性達を
応援していきます。

　100周年奉仕活動も今年で3年目。今年はシカゴで
の100周年記念国際大会に向け、正副ZCPの皆様の
お力もお借りし、地区内全クラブが地域のニーズに
応える100周年奉仕活動とレガシー・プロジェクト
が実践できますように、野川・浅賀・渡部の3人体制
で推進して参ります。宜しくお願い申し上げます。

／ 山形中央ライオンズクラブ
／ ㈲エル・ポピンズ　代表取締役社長
／ 1952年８月21日
／ 2000年
／ スポーツ全般

／ 天童舞鶴ライオンズクラブ
／ 野川商事グル－プ　顧問
／ 1947年４月15日
／ 1993年
／ 一人旅
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各種委員会の活動目標、地区組織図
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各種委員会の活動目標、地区組織図

第99回福岡国際大会
2016年６月24日〜28日

99th International Convention
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第99回福岡国際大会報告

　６月26日、国際大会の開会式に間に合うよう、午前
５時に寒河江臥龍ライオンズメンバー15名と共に出発
し、一路福岡に飛び立った。９時40分に福岡空港に到
着、開会式に間に合いそうだ！
　登録キットを受け取るため、マリンメッセ福岡へ向か
う。駐車場のボランティアの方から「受付には１時間くら
いかかります」と言われ、間に合わないかもと焦りました。
受付会場に入るとビックリ！案内表示がすべて英語表示、
翻訳ボランティアも外人が多いです。「ここは日本か？」
と思うくらい外人が多いです。わずかな英語の知識を頼り
に無事に受付を終え、会場のヤフオクドームに向かう。
　６月20日から福岡入りしていた角田ガバナーエレク
トと合流し開会式に参加しました。私たちの座ったエ

リアは外人ブースの為、周りは色とりどりの民族衣装
姿のライオンズメンバーが目立つ。外に出ると晴れて
おり、他の国のメンバーがお互いに写真を撮っている
のが目立ちます。さすが国際大会、インターナショナ
ル感があふれています。今回の国際大会には世界各国
より38,000人が福岡に集まったそうです。
　６月28日の閉会式で屋代前ガバナーよりエレクトリ
ボンを外して頂き、角田ガバナーの誕生です。という
ことは私もキャビネット幹事の始まり、気が引き締ま
る思いでした。国際会長ボブ・コーリュー氏のあいさ
つを聞き、「次なる山を目指して」頑張らなければと
感じたところでした。
　１年間、皆様のご指導、ご協力よろしくお願いします。

「第99回 ライオンズクラブ
　　　　　国際大会に参加して」

キャビネット幹事　L. 高　橋　　　勉

　マークの基本となる梅の花は、開催地福岡県のシンボルであ
り、 紅梅は「未来」を表し、我々になじみ深い紫は、華やかさ
と尊厳であり、中心に配置された青い波のシルエットは、 この
大会が現在から未来にライオニズム精神を繋ぐ架け橋となるべ
く、願いを込めて表現いたしました。
　水滴で表した玄界灘を行き渡る風は、ライオンズクラブが持
つ行動力で、紅梅の五つの花弁は、 アメリカ、ヨーロッパ、ア
ジア、アフリカ、オセアニアの5つの大陸を表し、これら世界
中の地域からライオンズクラブメンバーが福岡で一堂に会し、 
ライオニズムの大輪を咲かせることを表現いたしました。

ロゴマークとコンセプト
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100周年記念事業

　世界中の 1 億人の人々に奉仕をしようと 2014 年 7 月
から 2018 年 6 月までのライオンズクラブ 100 周年記念
奉仕活動も今年で 3 年目。昨年より 100 周年記念コミュ
ニティ・レガシー・プロジェクトも始まりました。
　地区内クラブ会員の皆様には 100 周年記念奉仕活動に
ご理解ご協力をいただき感謝しております。今年度も引
き続き記念奉仕活動・レガシープロジェクトにご尽力を
いただきますようお願いいたします。
　さて、今年は来年 6 月のシカゴでの 100 周年記念国際
大会に向け、『100 周年記念奉仕活動・100 周年記念コミュ
ニティ・レガシープロジェクトの推進』につきましては、
各正副ゾーン・チェアパーソンの皆様のお力をお借りし、
地区内全クラブがガバナーテーマ『ノーマライゼーショ
ン』を認識し、地域のニーズに応えるアクティビティを
実践し有終の美を飾れるべく、新たに、スタッフとして
L. 浅賀　隆・L. 渡部則男のライオンが加わり 3 人体制で
努力推進して参りますので、会員の皆様にはご協力宜し
くお願いいたします。
　続きまして、新入会員の方もいらっしゃいますので、
100 周年事業について、内容を簡単に説明申し上げます。

　今年も会員皆さんで 100 周年記念事業にチャレンジし
て参りましょう。

「ライオンズクラブ
　100 周年記念事業について」

地区100周年記念コーディネーター　L. 野　川　　　亘

1. 100周年記念奉仕活動
　期間内に全世界の1億の人達に奉仕活動をしよう。
各クラブとも4つの記念奉仕活動を計画し、地域社
会に応える奉仕活動にチャレンジしよう。
　　①青少年参加奉仕 … 青少年の参加を促そう
　②視力奉仕 ………… 視力を保護しよう
　③食糧支援 ………… 食糧を支援しよう
　④環境保護 ………… 環境を保護しよう

2. 100周年記念コミュニティ・レガシー・
　 プロジェクト
　各クラブとも100周年を記念して地域に永続的
な遺産（レガシー）として目に見える贈り物をし、
奉仕活動と繋がる『奉仕の証』を打ち立てられる
ようにしよう。
　　レベル1　地域にアピールする
　レベル2　地域にギフトを提供する
　レベル3　地域にインパクトを与える

ライオンズクラブ国際協会設立 100 周年テーマ
“ニーズのあるところに、ライオンズがいる”

（メルビン・ジョーンズ）

“次なる山を目指して”
2016-2017年度国際会長　ボブ・コーリュー

　ボブ・コーリュー国際会長及び世界中のライオンズと
一緒に、100 年間にわたるライオンズの人道奉仕活動を
祝い、次の奉仕の100年に向けて準備しましょう。以下に、
ライオンズがあらゆる困難を乗り越えて 100 周年記念の
目標を達成するのに役立つ素晴らしい情報資源をご紹介
します。

奉仕の頂点に達する
●  100 周年記念奉仕チャレンジ ― 100 周年記念を迎え

るにあたって 1 億人以上の人々を支援するというチャ
レンジに参加して、奉仕を通して導いてください。

● ライオンズ児童ファーストを通じて青少年の参加を促
して青少年に影響を与え、リーディング・アクション・
プログラムを通じて識字率を向上させて、レオの光で
子供たちを照らそうを通じて弱い立場にある子供たち
に希望をもたらしてください。

新会員勧誘によるインパクト拡大で
チームをつくり上げる
●  100 周年記念会員増強賞 ― 新会員の招聘や新クラブ

の結成を通じて奉仕の影響力を拡大して、一生に一度
の表彰を受けましょう。

● アスク・ワン（一人誘おう） ― 会員増強の取り組みを
活性化させ、クラブの強化と健全性の向上を図るため
のツールを紹介します。

地域社会とつながる
●  100 周年記念レガシー・プロジェクト ― あなたの地

域社会に永続的な贈り物を提供することで、あなたの
クラブの知名度を高めて 100 周年記念の祝福を支援し
てください。 

●  PR ガイド ― あなたのクラブと奉仕活動を促進するた
めに、あなたのストーリーを地域社会と共有するため
の最適な方法を紹介しています。

次の山を越えるためのリーダー
● ライオンズ学習センターとリーダーシップ情報セン

ターでは、あなたのリーダーシップを新たなレベルに
引き上げるための情報資源を提供しています。

● グローバル指導力育成チーム ― ライオンズが協力し
合って現在と次世代のライオンズの指導者を支援する
方法を紹介します。
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次世代リーダーシップ

　青年アカデミー委員会改め次世代リーダーシップ研究
会の使命は、332-E地区の10年後を担う人材の発掘と育
成であると考えております。前々期の年次大会のことで
す。GLTコーディネーターL.熊谷俊一の提案により当地
区にも青年アカデミー委員会が発足しました。各リジョ
ンにおいて説明会等を開催しましたが、当時は我々青年
アカデミー委員会のメンバーもどこから手を付けて良い
のか模索しながらの活動でありました。
　しかしながら初代委員長であるL.山下里美の強いリー
ダーシップのもと、他地区との交流がとても活発に行
われ、特に330-C地区（埼玉）・331-C地区（道南）・
332-A地区（青森）・332-C地区（宮城）・332-D地
区（福島）・333-C地区（千葉）、全国津々浦々、多く
のライオンと『ナカマ』になることができました。若手
フォーラムin山形の成功は、その集大成です。「時代
が求めるアクティビティは何か」「クラブ運営の悩み」
であったり「会員増強の悩み」であったり、蔵王温泉で
開催された懇親会は大いに盛り上がりました。この若
手フォーラムin山形で培われた『ナカマ』はその後も
Facebook等のSNSでつながり、先日行われた福岡国際
大会では再会の喜びと、香港・シカゴでの再会を約束す
るまでに発展しております。
　このような経験や体験、人脈作りや学びを332-E地区
の多くの若者ライオンにも体験していただき、是非広め
たいものだと考えております。

1. ネットワークを作って活性化
　クラブ会員間のコミュニケーションは十分に取られ
ているでしょうか？何事も迅速に報告・連絡・相談でき
る仕組みは備わっているでしょうか？ITを利用したネッ

トワークを構築し、クラブの活性化を計画しておりま
す。このネットワークは自然災害等の緊急事態発生時に
も迅速に行動（アラート委員会と共同）できるプラット
フォームになるはずです。

2.『ナカマ』を増やして活性化
　2016年6月、332-A地区（青森）で行われた青年アカ
デミー委員会主催の勉強会では「皆さんはライオンズク
ラブの活動に満足していますか？」という質問が投げか
けられました。「満足はしているけど100%ではない」
との回答が過半数を占めておりました。悩みを共有し議
論することによって解決策を導き、それをクラブに持ち
帰って実現する。『ナカマ』作りのためのセミナーを各
リジョンで開催します。年間6回の予定。

3. 332-Eを飛び出してグローバル人材へと
　ライオンズクラブは100周年を迎えます。332-E地区
の重点事業である100周年記念アクティビティ「カンボ
ジア学校建設」に積極的に参加し、また香港で開催され
るOSEALフォーラムやシカゴで開催さる国際大会にも
積極的に参加して、日本中の、更には世界中のライオン
と『ナカマ』になりましょう。

　自ら学ぶ機会や数多くのライオンと『ナカマ』作りを
行った若手ライオンにはポイントが加算され、クラブア
ワードの評価対象となるように表彰審査会に提言いたし
ます。これらは若手リーダーの育成とクラブの活性化を
もたらし、ひいては332-E地区の10年後の礎となること
でしょう。１年間宜しくお願い申し上げます。

「次世代リーダーシップ
　　　　　　研究会の活動目標」

次世代リーダーシップ研究会 委員長　L. 市　村　一　敏
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各クラブ会長テーマ
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各クラブ会長テーマ



ライオンズクラブ国際協会332-Ｅ地区
公式ポータルサイトの活用

ホームページを開設していないクラブでも
掲載依頼書と写真・動画を投稿すればクラブ専用HPのようにアピールできる。

● 他のクラブの活動を閲覧でき、
　 新たな活動の参考になる。
　● 332-Ｅ地区の活動に一体感が生まれる。
　 → 新入会員勧誘のツールとなる。
　● 地区機関誌「最上川」の誌面に載せること
　 ができない膨大な内容がアップできる。
　● 動画をアップできる。説得力・リアル感・
　 後で見ても感動できる。
　● 資料をダウンロードできる。
　● 会員専用サイトを使って会員だけに連絡が
　 できる。(IDとパスワードが必要)
　● 企画によっては、クラブ間交流を促進できる。
　● 外部にアピールするとき、様々な活動を
　 紹介することができる。

▼『ライオンズクラブ国際協会332-E地区』のホームページ

※投稿方法は、ダウンロードした掲載依頼書と写真等を指定の大容量送信法でお願いします。（詳細については、キャビネットにお問合せ下さい。）

http://lions332-e.jp　のトップ画面にある

　　　　をクリックすると

公式ポータルサイトが開きます。

このページから各クラブ専用サイトや各サイトへリンクします。
※ 公式ポータルサイトへの掲載を是非お願い致します。掲載方法は、上記公式ポータルサイトの「ダウン

ロード」に掲載してあります。不明の場合は、お問い合わせ下さい。

▲公式ポータルサイトのトップ画面

又は、公式ポータルサイトに直接アクセス
することもできます。

（ PC とスマホ両方からアクセス可能 ）

公式ポータルサイト →
http://www.lions332e.com/

公式ポータルサイトの
QRコード →
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